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答えて市長！
一般質問

公園等の管理協定見直し
愛護活動の輪が広がる　

降旗　聡
問 公園・緑地等の維持管理協定の見直し内容について。
答 あらためて、「地域におけるコミュニティ活動の
推進」と「公園等の良好な環境保全及び愛護精神の向
上」と明確化し、活動団体については３人以上とした。
また、報奨金にについては作業内容に応じて面積当た
りの単価を区分するなど、各団体の活動内容に応じて
可能な範囲で愛護活動を行っていただけるよう見直し
を図った。

問 活動団体の反応について。
答 概ね見直しの趣旨を理解していただいていると考
えている。令和６年度から、維持管理する公園を増や
した団体、ゴミの清掃作業だけではなく除草作業も行
うなど活動内容を拡充した団体もある。

問 広報よしかわでの周知による変化は。
答 ３団体から問い合わせがあり、１団体は新たに公
園の維持管理を行う団体として、また２団体は公園な
どに花を植える団体として活動したいと相談があり、
愛護活動の輪は広がりつつあると考えている。

子宮頸がんキャッチアップ
接種の期限お知らせ通知を

五十嵐　惠千子

問 令和４年度にHPVワクチン接種の積極的勧奨が再
開され、中止期間中に接種を逃してしまった1997年
４月２日～2008年４月１日生まれの女性は３年間の
時限措置で無料接種ができます。対象者へ、その期限
を知らせる再通知を。
答 市では、2022年５月に対象者へ接種勧奨通知を
送付し、2023年３月には、新たなワクチンが追加さ
れた通知を送付しているので、再通知を実施する予定
はない。

◆フェーズフリーの取組み推進を
問 日常と非常時の垣根を取り払うフェーズフリーと
呼ばれる新発想の防災が注目されている。本市も日常
から防災に取り組むこの概念を市民・事業所等へ一層
の啓発に努めては。
答 重要な視点であると考える。これまでの「災害の
備え」に対する啓発で更にフェーズフリーの要素を取
り入れられないか検討する。

◆堤防強化事業の問題解決を
問 平方新田地内の問題解決へ話合いの場を。
答 問題解決へ国・市・地域住民で話し合う。

　一般質問とは、議員が広く自治体の事務一般を対象
として、執行の状況、将来の方針を執行機関である 
市に問いただすものです。質問の範囲は、市の行財政
全般のほか、地域で住民生活に密接している事項など
多岐にわたっています。

　今定例会では、６月12日（水）、13日（木）、14日（金）の３日間にわたり16名の議員
が市政全般について、市の見解をただしました。
　主な内容を質問者が要約してお知らせします。詳細は会議録をご覧ください。
　会議録は、ホームページや市立図書館で閲覧できますが、今定例会の会議録の提供は、
９月上旬となる予定です。
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